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で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
以
下
の

こ
と
に
留
意
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
正
統

的
王
法
理
念
は
支
配
者
に
と
っ
て
も
、
民
衆
に
と
っ
て
も
、
そ
の
行
動
を
正
営

化
す
る
た
め
の
擦
り
所
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
問
題
は
純
化
さ
れ

た
王
法
理
念
が
民
衆
に
と
っ
て
現
時
且
の
支
配
健
制
を
超
え
、
新
た
な
世
界
へ
の

向
わ
せ
る
質
を
持
っ
て
い
た
か
否
か
で
あ
る
。

中
園
の
古
代
か
ら
近
代
に
い
た

る
民
衆
闘
争
の
諸
事
象
に
照
し
て
み
る
な
ら
ば
、
王
法
理
念
を
掲
げ
た
民
衆
の

支
配
者
と
の
闘
争
に
蛍
然
歴
史
的
意
義
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
同
時
に
、
王

法
理
念
を
逆
手
に
と
っ
た
民
衆
が
輿
に
支
配
者
の
理
念
を
克
服
し
え
た
か
否
か

に
つ

い
て
は
問
題
か
残
る
。
王
法
理
念
は
、
た
と
え
そ
れ
が
純
化
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
て
も
、
一
面
に
お
い
て
民
衆
の
精
神
的
妥
展
を
束
縛
す
る
働
き
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
見
逃
せ
な
い
。
氏
自
身
も
述
べ
て
い
る
ご
と
く
、
民
衆
の
反
鋭

理
念
は
常
に
支
配
者
の
理
念
に
か
ら
み
取
ら
れ
て
し
ま
う
傾
向
を
持
っ
て
い

た。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
支
配
理
念

・
正
統
的
王
法
理
念
は
支
配
者
に
と
っ
て
も

民
衆
に
と
っ
て
も
、
雨
刃
の
剣
で
あ
っ

た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
本
書
の
各
論
考
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
に
針
す
る
卑
見
を
述
べ

て
き
た
が
、
本
書
の
冒
頭
で
述
べ
ら
れ
た

「精
一
仰
の
な
か
の
反
長
城
の
建
築
」

と
い
っ
た
言
葉
ど
お
り
、
論
考
の
大
部
分
は
、
中
園
民
衆
反
飢
の
輿
の
姿
を
解

明
し
、
そ
れ
が
歴
史
に
お
い
て
果
し
た
役
割
を
積
極
的
に
評
償
せ
ん
と
す
る
姿

勢
で
共
通
し
て
い
る
。
奥
崎
氏
は
本
書
の

「
お
わ
り
に
」
に
お
い
て
、
中
園
民

衆
思
想
史
が
成
立
す
れ
ば
、
士
大
夫
思
想
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
相
針
化
さ

れ
、
線
値
と
し
て
の
中
園
思
想
史
へ
の
道
が
開
け
、
ひ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

中
園
の
政
治

・
経
済

・
法
制
な
ど
の
各
史
は
相
針
化
さ
れ
、
線
盤
と
し
て
の
中

園
史
へ
の
道
が
開
け
る
、
と
い
っ
た
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
構
想

は
大
き
い
。
果
し
て
士
大
夫
思
想
史
と
比
肩
し
う
る
民
衆
思
想
史
を
作
り
う
る

か
、
こ
れ
は
中
園
史
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
の
重
い
課
題
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
ろ
、
本
書
で
論
じ
ら
れ
た
内
容
は
今
後
の
中
園
民
衆
反
飢
の
研
究
に
お
い

て
、
大
き
な
問
題
提
起
を
し
、
重
要
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
疑
い
な
い
。
私
は
本
書
よ
り
貨
に
多
く
の

こ
と
を
摩
び
得
た
。
し
か
し
、
今

後
に
残
さ
れ
た
問
題
も
ま
た
多
い
。
私
が
呈
し
た
種
々
の
疑
問
・
批
判
は
そ
の

一
端
で
あ
る
。
今
後
青
年
中
図
研
究
者
合
同議
が
本
書
の
諸
研
究
を
よ
り
一
一
層
深

め
設
展
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
最
後
に
、
私
の
浅
皐
に
よ
る
本

書
の
内
容
に
針
す
る
誤
讃

・
誤
解
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
、
ま
た
、
論
ず
べ
き
問

題
か
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
残
念
に
思
う
。
本
書
の
執
筆
者
諸
氏
の
御
海

容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

一
九
八
三
年
六
月
東
京
汲
古
書
院

A
5
版

五

九

O
頁

九

0
0
0闘

葉
頴
恩
著
明
清
徽
州
農
村
社
曾
興
佃
僕
制
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中
園
に
お
い
て
、
安
徽
省
、
徽
州
府
に
存
在
し
て
い
る
種
々
の
民
関
契
約
文

書
を
使
っ
た
地
域
研
究
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
一

九
五

0
年
代
か
ら

一
九

六
0
年
代
に
か
け
て
裂
表
さ
れ
た
惇
衣
凌
氏
の
先
騒
的
な
業
績
が
あ
る
が
、
一

九
七

0
年
代
の
後
半
頃
か
ら
、
土
地
質
寅
文
書
、
人
身
契
約
文
書
、
地
主
の
帳

簿
類
、
或
い
は
檎
案
類
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
論
文
が
多
く
褒
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
こ

の
分
野
で
の
日
本
人
研
究
者
の
追
憶
を
許
さ
な
い
状
態
が
績
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い
て
い
る
。

本
書
の
著
者
、
糞
願
恩
氏
(
中
山
大
皐
、
歴
史
系
〉
は
、
章
有
義
・
劉
重

日
・
彰
超
氏
ら
と
並
ん
で
、
最
近
徽
州
農
村
社
舎
の
解
明
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
研
究
者
で
あ
る
。
「
ま
え
が
き
」
と
附
録
の
「
調
査
報
告
」
に

よ
る
と
、
葉
氏
は
こ
の
テ
!
?
に
劃
し
て
は
、
六

0
年
代
の
頃
か
ら
関
心
を
持

ち
、
一
九
六
五
年
、
一
九
七
九
年
の
二
度
に
わ
た
る
寅
地
調
査
と
、
既
に
設
表

し
た
「
従
郁
門
善
和
里
程
氏
家
乗
譜
所
見
的
徽
州
佃
僕
制
度
」
(
『
皐
術
研
究
』

一
九
七
人
|
四
〉
、
「
明
清
徽
州
佃
僕
制
試
探
」
(
『
中
山
大
塵
皐
報
』
一
九
七
九

l
二
〉
、
「
試
論
徽
州
一
商
一
人
資
本
的
形
成
奥
設
展
」
(
『
中
園
史
研
究
』
一
九
八

O

I
三
〉
等
を
も
と
に
し
て
、
文
化
大
革
命
に
よ
っ
て
中
断
を
徐
儀
な
く
さ
れ
た

時
期
を
含
め
て
、
十
七
、
八
年
か
か
っ
て
本
書
を
完
成
さ
れ
た
と
い
う
と
と
で

あ
る
。ま
ず
、
本
書
の
目
次
を
紹
介
し
よ
う
。

前一昔ロ
第
一
章
徽
州
の
歴
史
地
理

第
一
節
徽
州
の
地
理
的
沿
革

第
二
節
徽
州
地
匿
の
地
理
的
環
境

第
三
節
徽
州
人
の
由
来

第
四
節
徽
州
の
人
口
と
土
地
の
第
動

第
二
章
封
建
土
地
占
有
関
係
と
郷
紳
階
層

第
一
節
封
建
的
土
地
所
有
の
諸
形
態

第
二
節
土
地
賢
買
と
土
地
粂
併

第
三
一
節
地
主
経
済
及
び
そ
の
制
約
下
に
お
け
る
個
別
小
農
経
済

第
四
節
郷
紳
地
主
の
身
分
地
位
及
び
そ
の
隆
替

第
三
一
章
徽
州
商
業
資
本

第
一
節
徽
州
商
業
資
本
渡
展
の
歴
史
的
淵
源

第
二
節
徽
州
商
人
資
本
形
成
の
主
要
な
来
源

第
三
節
一
商
業
活
動
に
お
け
る
佃
僕
の
使
用

第
四
節
徽
州
商
人
の
繕
紳
化

第
五
節
徽
州
一
商
一
人
の
一
商
業
利
潤
の
封
建
化

第
六
節
徽
商
の
波
落
及
び
そ
の
歴
史
作
用

第
四
章
徽
州
の
封
建
宗
法
制
度

第
一
節
徽
州
の
封
建
宗
族
組
織

第
二
節
調
堂
、
族
長
と
族
権

第
三
節
家
譜
の
修
撰
及
び
宗
規
家
法

第
四
節
宗
法
制
に
お
け
る
族
田
の
作
用

第
五
章
徽
州
の
封
建
文
化

第
一
節
教
育
の
褒
達
と
人
文
の
隆
盛

第
二
節
新
安
理
皐
と
そ
の
思
想
に
劃
す
る
束
縛

第
一
二
節
徽
州
嘘
拳
と
風
水
迷
信

第
四
節
徽
劇
の
勃
興
と
設
展

第
六
章
徽
州
の
佃
僕
制
度

第
一
節
佃
僕
の
名
稀
及
び
そ
の
数
量

第
二
節
佃
僕
の
来
源

第
三
一
節
佃
僕
が
受
け
た
封
建
的
搾
取
と
奴
役

第
四
節
佃
僕
の
身
分
地
位

第
五
節
佃
僕
の
波
落

第
六
節
佃
僕
制
の
由
来
及
び
そ
の
長
期
残
存
の
原
因

附
録
一
、
徽
州
の
佃
僕
制
に
関
す
る
調
査
報
告

二
、
篠
和
堂
需
役
給
工
食
定
例

-129ー
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地
固

・
潟
県

以
下
各
牽
ご
と
に
、「
節
」
の
粋
を
取
り
挑
っ
て
そ
の
概
略
を
述
べ
る
こ
と

に
し
た
い
。

第
一
一
軍
で
は
、
主
と
し
て
徽
州
の
自
然
環
境
と
人
口
問
題
が
扱
わ
れ
て
い

る
。
徽
州
は
そ
の
九
割
が
山
地
及
び
丘
陵
で
占
め
ら
れ
て
い
て
、
土
地
も
痩
せ

て
い
る
た
め
、
山
か
ら
取
れ
る
松

・
杉
・
茶
・
漆

・
陶
土
な
ど
が
大
き
な
生
活

資
源
と
な
っ
て
い
る
。
古
来
こ
の
地
に
は
等
(
越
)
族
が
住
ん
で
い
た
が
、
泰

代
以
後
中
原
か
ら
漢
人
が
移
住
し
て
、
生
産
技
術
と
中
原
文
化
を
持
ち
込
ん
で

次
第
に
越
人
を
漢
化
し
て
い
っ
た
。
中
原
か
ら
の
移
住
は
、
渓
末
が
第
一
の
ピ

l
夕
、
西
民自
が
第
二
の
ピ

ー
ク
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
中
園
内

の
混
飢
を
避
け
て
移
住
し
た
者
が
多
い
。
移
住
し
て
き
た
豪
族
は
、
一
般
民
や

原
住
民
を
併
合
・
征
服
し
て
、
彼
ら
を
部
曲

・
佃
客
と
し
て
総
属
さ
せ
つ
つ
、

自
己
の
宗
族
を
強
固
に
し
、
唐
代
よ
り
後
彼
ら
は
、
遂
に
「
客
」
か
ら
「
主
」

と
な
っ
て
地
域
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
の
人
口
増
加
の
紋
態
を

グ
ラ
フ
に
し
て
み
る
と
、
底
(
天
資
元
年
)
よ
り
元
〈
大
徳
四
年
)
ま
で
は
、

こ
の
時
期
の
大
量
移
住
を
反
映
し
て
増
加
率
は
高
く
、
大
徳
五
年
か
ら
明
中
期

に
か
け
て
、
徽
州
の
一
商
人
が
全
図
的
に
活
躍
を
始
め
る
頃
は
、
増
加
率
は
緩
慢

と
な
る
。
そ
の
後
、
明
首
問
暦
七
年
か
ら
、
清
道
光
末
年
の
時
期
は
、
山
匿
の
開

設
と
生
産
力
の
夜
間
開
に
よ
っ
て
、
再
び
高
い
滑
加
率
を
示
し
て
い
る
。
徽
州
の

耕
地
面
積
は
、
統
計
上
、
元
代
が
最
大
で
、
あ
と
は
ず
っ
と
減
り
繍
け
て
い
る

が
、
そ
れ
は
、
民
聞
の
回
畝
の
把
撞
が
正
し
く
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
時

代
に
よ
り
、
地
域
に
よ
り
、
耕
田
と
山
地
塘
の
換
算
率
が
異
な
っ
て
い
る
た
め

で
あ
ろ
う
。
明
代
及
び
清
代
の
毎
ロ
卒
均
団
地
数
は
、
い
ず
れ
も
全
園
卒
均
よ

り
も
少
な
い
。
徽
州
の
人
口
密
度
は
他
の
地
域
よ
り
も
高
く
、
こ
の
相
罰
的
な

人
口
過
剰
が
、
奴
議
制
選
制
及
び
佃
僕
制
の
存
績
に
大
き
な
作
用
を
及
ぼ
し
て

い
る
。第
二
章
は
、
土
地
所
有
の
諸
形
態
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
徽
州
に
お

け
る
封
建
的
土
地
所
有
の
形
態
と
し
て
は
、
制
私
的
土
地
所
有
制
(
大
土
地
所

有
者
は
少
な
い
。
清
代
、
全
圏
の
卒
均
的
土
地
所
有
面
積
が
百
畝
前
後
で
あ
っ

た
の
に
封
し
、
徽
州
各
燃
の
卒
均
は
約
五
三
畝
で
あ
っ
た
。
〉
倒
自
作
農
土
地

所
有
制
〈
相
封
的
に
安
定
し
て
い
る
。
〉
例
宗
法
地
主
土
地
所
有
制
(
主
要
な

土
地
所
有
形
態
。
多
い
所
で
は
、
全
桂
の
六
割
か
ら
七
割
を
占
め
た
。
〉
の

三

種
が
あ
る
が
、
本
一
章
は
糾
の
宗
法
地
主
土
地
所
有
制
が
中
心
と
な
る
。
宗
族
の

土
地
は
、
族
回
・
柄
回
・

墓
回

・
寺
廟
出

・
祭
回

・
義
国

・
翠
回
等
の
名
で
呼

ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
宗
族
の
公
有
財
産
で
あ
り
な
が
ら
、
質
際
上
は
繕
紳
地

主
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
置
か
れ
て
い
て
、
徽
州
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
族
回

が
愛
媛
し
た
の
は
、
封
建
大
族
が
、
土
地
を
宗
法
制
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の

物
質
的
基
礎
と
み
な
し
、
徽
一
商
が
そ
れ
を
支
え
た
こ
と
に
よ
る
。

地
主
経
済
の
支
配
下
に
あ
っ
て
、
小
操
業
と
家
庭
内
手
工
業
と
の
結
合
は
、

中
園
の
長
期
に
亙
る
封
建
経
済
機
構
の
基
本
的
形
態
で
あ
る
が
、
徽
州
に
お
い

て
は
、
松
・
杉
・
漆
・
茶
・
陶
土
な
ど
の
原
料
職
途
及
び
そ
の
加
工
業
が
護
達

し
た
。
こ
れ
ら
家
内
手
工
業
が
、
マ
ニ

品
フ
ァ
ク
チ
与
ア
に
移
行
し
な
か
っ
た

の
は
、
家
内
手
工
業
の
形
態
の
方
が
、
経
済
利
盆
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ

り
、
そ
れ
は
小
農
業
と
固
く
結
び
つ
い
て
、
農
村
の
夜
連
を
阻
ん
だ
。

宗
族
中
の
上
位
者
と
し
て
の
郷
紳
は
、
「
在
郷
の
紳
士
」
で
、
「
仕
官
功
名
の

あ
る
人
」
の
郷
里
に
お
け
る
呼
稀
で
あ
る
が
、
現
任
の
文
武
官
及
び
退
職
官
等

か
ら
な
る
「
結
紳
」
と
、
功
名
有
る
も
ま
だ
仕
官
し
て
い
な
い
、
参
入
・
監

生

・
生
員
等
の
「
紳
衿
」
の
二
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
が
法
を

-130-
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犯
し
て
も
、
罰
俸
或
い
は
照
金
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
、
そ
の
子
孫
は
品
級
を
按

じ
て
蔭
絞
さ
れ
た
。
徽
州
の
封
建
宗
法
制
度
の
下
で
、
こ
う
し
た
郷
紳
居
が
勢

力
を
持
ち
得
た
の
は
、
山
歴
史
的
に
名
宗
世
族
が
多
い
。
間
彼
ら
は
官
・
商
を

粂
ね
、
地
主
・
官
僚
・
商
人
の
三
位
一
慢
を
形
成
し
て
い
た
。
間
同
族
一
意
識
が

強
い
。
凶
奴
隷
制
の
遺
制
を
強
く
残
し
て
い
る
、
等
の
理
由
に
よ
る
と
考
え
ら

れ
る
。第
三
章
は
、
徽
州
商
人
が
テ
1
マ
と
な
る
。
徽
商
は
こ
の
地
域
の
茶

・
漆

・

紙
・
墨
・
硯
・
筆
な
ど
の
手
工
業
生
産
と
不
可
分
に
結
び
つ
き
、
江
南
の
大
都

市
杭
州
を
足
が
か
り
に
し
て
、
宋
代
の
頃
か
ら
・
次
第
に
設
展
し
は
じ
め
た
。
明

代
に
な
る
と
、
堕
・
質
屋
な
ど
の
業
種
が
盛
ん
に
な
り
、
全
閣
の
都
市
で
、

「行
商
」・「
坐
貿
」
・
「
牙
行
」
と
し
て
活
躍
し
、
一
人
で
数
種
を
営
業
す
る
者

も
出
現
し
た
。
明
代
晩
期
か
ら
、
清
代
末
年
に
至
る
ま
で
の
ほ
ぼ
三
百
年
が
徽

一
商
の
最
盛
期
に
あ
た
る
が
、
彼
ら
が
そ
の
黄
金
期
を
迎
え
る
に
至
っ
た
主
な
原

因
と
し
て
は
、
そ
の
地
の
佃
僕
が
特
産
物
を
納
入
し
、
一
商
一
日
間
運
稔
の
傍
役
を
提

供
し
た
こ
と
が
摩
げ
ら
れ
る
が
、
他
に
彼
ら
が
王
朝
権
力
の
中
桓
に
入
り
込

み
、
自
ら
の
利
潤
獲
得
に
有
利
な
篠
件
を
積
極
的
に
つ
く
り
だ
し
た
こ
と
も
大

き
い
。
し
か
し
、
王
朝
権
力
と
強
く
結
び
つ
く
こ
と
は
、
反
面
多
額
の
賄
賂
を

強
要
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
各
地
で
私
堕
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
こ
と
と
相
侠

っ
て
、
衰
退
の
端
緒
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

徽
商
が
果
し
た
歴
史
的
役
割
と
し
て
は
、
山
大
量
の
貨
幣
資
本
を
個
人
の
手

中
に
集
め
た
こ
と
。
凶
遠
距
離
聞
の
商
品
販
賀
は
、
商
品
経
済
を
設
展
さ
せ
、

各
地
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
こ
と
。
間
都
市
の
繁
栄
に
大
き
な
作
用
を
及
ぼ
し

た
こ
と
等
、
資
本
主
義
萌
芽
の
た
め
の
可
能
性
を
も
た
ら
し
た
が
、
同
時
に
彼

ら
は
、
封
建
宗
法
制
度
の
下
に
あ
っ
て
、
封
建
主
義
的
政
治

・
経
済
・

文
化
の

各
方
面
の
強
化
に
つ
と
め
、
佃
僕
等
働
く
民
衆
に
お
く
れ
た
生
産
関
係
を
強
制

す
る
役
割
を
果
し
た
こ
と
も
つ
け
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
は
、
い
わ
ゆ
る
「
封
建
宗
法
制
度
」

が
そ
の
内
容
と
な
る
。

血
縁
と

地
縁
が
結
び
つ
い
た
、
古
い
氏
族
共
同
鐙
の
名
残
り
で
あ
る
封
建
宗
法
制
は
、

程
・
朱
理
皐
の
強
い
影
響
を
受
け
て
、
宋
代
に
形
成
さ
れ
、
現
代
に
確
立
し

た
。
そ
の
組
織
は
、
族
長
(
宗
子
〉
|
房
長
|
家
長
の
縦
の
系
列
を
中
心
に
、

一嫡
庶

・
掌
卑
の
序
列
を
巌
格
に
守
り
、
村
落
の
秩
序
維
持
の
た
め
に
大
き
な
は

た
ら
き
を
し
た
。
質
際
の
形
態
と
し
て
は
、
数
十
戸
な
い
し
数
百
戸
が
一
つ
の

宗
族
と
し
て
集
ま
り
住
ん
で
い
る
が
、
こ
う
し
た
褒
落
は
、
自
然
災
害
を
克
服

し
、
水
利
港
紙
な
ど
の
共
同
の
農
作
業
に
と
っ
て
は
有
利
で
あ
っ
た
。
宗
族
の

族
長
の
権
限
は
、
宗
族
の
祭
記
・
儀
躍
の
穆
行
、
財
産
の
管
理
、
封
建
的
倫
理

道
徳
の
普
及
、
民
間
の
私
法
と
し
て
の
宗
法

・
宗
規
の
制
定
、
族
内
の
争
い
の

解
決
、
佃
僕
の
直
接
支
配
等
多
岐
に
亙
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
族
権
は
、
ま
た

紳
権
と
結
び
つ
い
て
、
一
層
そ
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宗
族
の
経

済
的
基
盤
と
し
て
は
、
第
二
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
族
回
・
義
国
・
祭
回
・

岡
田
・
廟
田
・
拳
固
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も
山
場
が
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
、

表
む
き
は
、
宗
族
の
公
有
財
産
と
し
て
、
冠
婚
喪
祭
、
族
譜

の
埼
修
、
貧
族
の
救
済
、
子
弟
の
数
育
、
公
共
事
業
等
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
質
際
に
は
、
族
長
の
春
一
意
に
委
ね
ら
れ
、
専
ら
族
内

の
階
級
釘
立
を
覆
い
隠
す
た
め
の
ヴ
ェ

ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
一
見
温

情
脈
々
た
る
血
縁
関
係
の
中
で
、

あ
く
ま
で
も
佃
僕
制
を
残
存
さ
せ
よ
う
と
す

る
、
血
膿
い
階
級
的
支
配
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
五
章
の
テ
l
マ
は
、
徽
州
の
文
化
に
つ
い
て
で
あ
る
。
徽
州
で
は
、
佃
僕

制
に
基
づ
く
宗
法
制
と
徽
州
一商
人
の
経
済
力
を
背
景
に
濁
特
の
文
化
が
凪
拭
え

た
。
ま
ず
数
育
の
分
野
に
目
を
む
け
る
と
、
府

・
豚畑中

・
祉
問
阜
の
ほ
か
に
、
紫

陽
書
院
に
代
表
さ
れ
る
害
時
か
各
地
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
他
塾
製
・
文
舎
な
ど
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の
数
育
、
研
究
機
関
も
裂
達
し
た
。
こ
う
し
た
風
潮
は
、
印
刷
術
の
渡
達
を
促

し
、
飽
廷
博
ら
が
編
し
た
「
知
不
足
祷
叢
書
」
は
、

清
代
に
こ
こ
で
印
刷
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
又
書

・
霊

・
彫
刻

・
演
劇
等
の
夜
達
も
目
究
ま
し
い
も
の
が

あ
っ
た
が
、
何
と
い
っ
て
も
、
徽
州
の
文
化
の
中
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
そ

の
地
が
、「
東
南
の
郷
魯
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
如
買
に
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
程
・

朱
理
想
十
の
妥
鮮
の
地
だ
と
着
倣
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
朱
蒸

ら
は
、

「
一
ニ
綱
五
常
」
、「
三
従
四
徳
」
及
び

「
主
僕
の
名
分
」
に
よ
っ
て
、
人

々
の
生
活
を
そ
の
細
部
に
わ
た
っ
て
干
渉
し
た
。
程

・
朱
理
問学
が
提
唱
す
る
、

宅
地
や
墓
地
を
占
う
「
風
水
の
設
」
や
「
堪
輿
の
夙
ご

が
ど
れ
だ
け
農
民
の
生

活
に
害
を
及
ぼ
し
た
か
、
ま
た
、
冠
婚
喪
祭
の
際
の
繁
雑
な
H

賎
役
H

が
い
か

に
佃
僕
の
地
位
上
昇
を
阻
ん
だ
か
に
充
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
程

・
米
型
壊
は
、
徽
州
淡
村
社
合
に
お
け
る
佃
僕
制
を
存
繍
さ
せ
、
農
民

の
社
合
経
済
状
態
を
停
滞
さ
せ
た
大
き
な
原
因
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
欺
蹴
性
と

反
動
性
を
銃
く
指
摘
し
た
戴
震
の
褒
言
は
重
要
で
あ
る
。
彼
は
、
古
代
唯
物
主

義
の
停
統
を
受
け
継
ぎ
、
新
興
の
商
工
業
者
の
思
想
と
自
然
科
翠
の
成
果
を
吸

牧
し
て
、
程
・
朱

mm平
が
提
唱
し
た
封
建
的
倫
理
は
H

存
理
滅
欲
H

の
反
動
的

視
粘
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
理
製
は

H

以
理
殺
人
H

だ
と
そ
の
本
質
を

鏡
く
扶
り
出
し
た
、
す
ぐ
れ
た
思
想
家
で
あ
っ
た
。

最
後
の
第
六
章
は
、
本
書
の
表
題
に
も
な
っ
て
い
る
徽
州
の
佃
僕
を
問
題
と

し
て
い
る。

東
菅

・
南
朝

・
階
・

唐
の
部
曲
・
佃
客
制
と
、
宋
代
の
佃
僕
制
に
基
づ
い
て

形
成
さ
れ
た
徽
州
の
仰
僕
制
は
、
徽
州
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
中
園
各
地
で

見
ら
れ
る
が
、
佃
僕
は
ま
た
地
僕
・
妊
僕
・
薙
人
・
住
佃
・
火
(
炊
〉
佃
等
の

名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
由
来
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
山
家
内
奴
隷
か
ら

な
っ
た
。
凶
地
主
や
開
堂
の
土
地
を
「
佃
種
」
し
た
。
問
地
主
の
荘
屋
に
住
む

よ
う
に
な
っ
た
。
凶
先
租
が
地
主
の
山
場
に
葬
ら
れ
た
。
同
佃
僕
の
妻
女
の
入

り
婿
と
な
っ
た
。

附
身
貰
り
を
し
た
、

等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
最
終
的
に
は
、

H

主
因
に
種
え
ぺ

H

主
屋
に
住
み
ヘ

H

主
山
に
葬
ら
れ
る
H

こ
と
が
候
件
と
な

っ
た
。
彼
ら
の
生
活
環
境
は
劣
悪
で
、
地
主
か
ら
、
田
租
、

山
租
、
高
利
貸
利

息
、
額
外
の
農
産
物
の
納
入
等
の
牧
奪
を
受
け
、
地
主
の
冠
婚
喪
祭
の
た
め
の

沼
田
役
(
賎
役
)
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
佃
僕
は
地
主
と
「
主
僕

の
名
分
」
に
よ
っ
て
結
び

つ
け
ら
れ
、
移
動
の
自
由
は
な
く
、
結
婚
は
干
渉
さ

れ
、
科
翠
受
験
の
資
格
も
な
く
、
言
語

・
服
装
な
ど
日
常
生
活
の
細
部
に
亙
っ

て
束
、
総

・
干
渉
さ
れ
た
。
佃
僕
は
奴
僕
と
法
的
に
は
同
じ
待
遇
を
受
け
、
日
常

生
活
に
お
い
て
は
、
同
じ
く
H

賎
民
M

と
し
て
差
別
さ
れ
た
が
、
佃
僕
は
奴
僕

と
次
の
よ
う
な
黙
で
、
そ
の
性
質
を
異
に
し
て
い
る
。
即
ち
、
山
奴
僕
の
人
身

支
配
は
無
制
限
で
あ
る
が
、
佃
僕
の
そ
れ
は
制
限
的
で
あ
る
。
間
奴
僕
は
主
人

の
H

物
H

で
あ
る
が
、
佃
僕
は
主
人
の

H

人
H

で
あ
る
。
間
奴
僕
は
H

口
μ

単

位
で
数
え
ら
れ
る
が
、
佃
僕
は
個
別
の
家
庭
を
必
白
ん
で
い
て
、

H

戸
H

軍
位
で

数
え
ら
れ
、
一
定
の
私
有
財
産
も
持
っ
て
い
た
。
結
局
、
佃
僕
と
は
、
そ
の
社

合
的
地
位
が
奴
僕
と
倒
戸
の
聞
に
あ
る
も
の
で
、
宗
族
に
蹄
腐
す
る
農
奴
で
あ

る
と
規
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
う
し
た
佃
僕
の
大
量
の
存
在
を
基
礎
と
す

る

「佃
僕
制
」
が
徽
州
に
お
い
て
長
期
に
亙
っ
て
存
繍
し
た
原
因
は
、
郷
紳
勢

力
が
強
く
、
奴
隷
制
遺
制
が
残
存
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ

の

「
佃
僕
制
」
も
、
次
第
に
佃
僕
の
絶
封
数
が
減
少
し
、
絡
役
地
租
が
貨
幣
地

租
に
愛
っ
て
い
き
、
佃
僕

・
奴
僕
の
起
義
が
頻
設
す
る
中
で
、
清
朝
中
期
以
降

に
な
る
と
、
衰
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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史
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の
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
思
想
」
、
「
文
化
」
を
ふ
く
め
た
多
方
面
か
ら
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
を
嘗
て
る
こ
と
に
よ
り
、
徽
州
の
農
村
社
舎
の
質
態
に
迫
ろ
う
と

し
た
力
作
で
あ
り
、
著
者
が
使
用
し
た
、
各
種
の
民
聞
の
契
約
文
書
類
、
文
献

史
料
、
及
び
そ
こ
か
ら
抽
出
し
た
数
字
を
用
い
て
の
統
計
表
や
グ
ラ
フ
、
或
い

は
質
地
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
貴
重
な
デ
ー
タ
の
類
は
頗
る
豊
富
で
あ
っ
て
、
本

書
は
ま
さ
に
「
資
料
(
史
料
に
非
ず
〉
を
し
て
語
ら
し
め
」
る
こ
と
に
成
功
し

た
、
す
ぐ
れ
た
地
域
研
究
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
軍

に
そ
の
「
博
引
努
護
」
を
誇
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
デ
l

F
を
一
つ
の

皐
問
的
鰻
系
に
ま
で
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
に
針
し
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表

し
た
い
と
思
う。

し
か
し
、
中
閣
に
お
け
る
徽
州
農
村
社
舎
の
研
究
は
、
目
下
H

百
家
争
鳴
μ

の
欣
態
で
あ
っ
て
、
著
者
に
射
し
て
も
、
既
に
質
誼
的
或
い
は
理
論
的
見
地
か

ら
種
々
の
異
論
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
著
者
が
規
定
し
た
「
佃
僕
」
と
い
う
言
い
方
の
蛍
否
を
め
ぐ
っ

て
、
「
佃
僕
」
よ
り
は
、
む
し
ろ
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
妊
僕
」

と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
佃
僕
」
の
「
佃
」

(
租
佃
関
係
〉
の
方
に
、
よ
り
大
き
な
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
著
者
に
射

し
て
、
「
佃
」
は
あ
く
ま
で
も
副
次
的
な
要
素
に
過
ぎ
ず
、
「
僕
」
の
方
に
こ

そ
、
第
一
義
的
な
一意一
味
が
あ
る
と
す
る
見
解
も
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
著

者
が
、
「
火
佃
」
と
「
佃
僕
」
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
す
る
の
に
封
し
て
、
「
火

佃
」
は
、
む
し
ろ
「
佃
戸
」
の
中
に
入
れ
匂
べ
き
で
あ
っ
て
、
「
佃
僕
」
と
同

じ
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意
見
も
見
ら
れ
、
ま
さ
に
議
論
百
出
の
感
が
あ
る

が
、
以
下
本
蓄
を
讃
ん
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
二
つ
の
黙
に
し
.
ほ
っ
て
述
べ

て
み
た
い
。

そ
の
第
一
は
、
「
佃
僕
制
」
と
い
う

一
つ
の
制
度
を
奴
僕
を
除
外
し
て
設
定

す
る
方
法
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
著
者
は
、
二
度
に
亙
る
質
地
調
査

の
結
果
、
佃
僕
の
存
在
に
強
い
確
信
を
持
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
佃
僕
を

佃
戸
の
下
、
奴
僕
の
上
に
位
置
づ
け
て
、
奴
僕
と
切
り
離
し
た
と
こ
ろ
で
、
一

つ
の
ウ
ク
ラ
l
ド
と
し
て
、
「
佃
僕
制
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
た
め
に
、
事
質
認
識
の
上
で
、
ま
た
論
理
の
展
開
の
上
で
少
し

H

無

理
M

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
黙
が
あ
る
の
で
、
そ
の
事
に
関

し
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
清
、
順
治
二
年
(
一
六
四
五
〉
に
徽

州
で
起
っ
た
大
規
模
な
奴
獲
の
指
導
者
、
宋
乞
の
身
分
に
つ
い
て
の
本
書
の
絞

述
を
取
り
上
げ
た
い
。
著
者
は
、
数
人
、
黄
質
が
、
そ
の
著
「
漬
虹
雑
著
」
の

「
陶
長
公
俸
」
に
お
い
て
、
宋
乞
を
「
地
僕
」
だ
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

彼
を
佃
僕
で
あ
る
と
看
倣
し
、
こ
の
反
飢
を
単
に
「
奴
繁
」
と
す
る
の
で
は
な

く
、
「
佃
僕
・
奴
僕
起
義
」
(五
五
頁
〉
ま
た
は
、
「
佃
僕
・
奴
隷
起
義
」
(
二
八

二
、
二
八
五
、
二
八
六
、
二
八
八
頁
〉
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。
奴
僕

と
奴
猿
を
ほ
ぼ
同
義
語
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
今
は

問
わ
な
い
と
し
て
も
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
史
料
に
よ
る
と
、
彼
は
、
「
奴
」
、

「黙
奴
」
、
「
人
奴
」
等
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
て
‘
武
術
に
す
ぐ
れ
た
訴
訟

師
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
内
~
彼
ら
の
最
大
の
要
求
は
、
自
ら
を
縛
り
つ
け

る
根
源
に
な
っ
て
い
る

「身
頁
り
詮
文
」
を
差
し
出
さ
せ
て
、
「
主
僕

の
分
」

を
断
ち
切
る
こ
と
に
あ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
そ
こ
に
特
に
「
租
側
関
係
」
を
導

入
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
勿
論
、
起
義
に
参
加
し
た
多

く
の
「
奴
」
の
中
に
は
、
団
地
山
婚
に
お
け
る
農
作
業
に
も
従
事
し
、
地
主
と

の
聞
で
「
租
佃
関
係
」
を
結
ん
で
い
た
も
の
も
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
彼
ら
参
加

者
の
共
通
項
は
、
「
佃
」
で
は
な
く
、
「
僕
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

久
ノ
。

-133-

同
様
の
こ
と
が
、
厳
州
淳
安
燃
の
「
僕
」
、
阿
寄
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
明
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史
径
二
九
七
に
よ
る
と
、
彼
は
、
十
二
一
闘
の
銀
を
元
手
に
漆
の
販
買
な
ど
を
手

が
け
、
二
十
年
後
に
は
、

E
寓
の
富
を
築
い
て
主
家
に
仕
え
た
「
僕
」
で
あ
っ

た
。
著
者
は
、
主
家
で
あ
る
徐
氏
が
貧
乏
で
あ
っ
て
、
家
内
奴
抽
酬
を
置
け
る
は

ず
は
な
い
し
、
向
容
が
死
ぬ
時
に
、
其
の
妻
子
は
僅
か
に
「
鰍
組
も
て
肢
を
掩

う
」
が
加
き
貧
し
き
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
阿
寄
を
主
家
か
ら
離
れ
て
濁
立
し

て
生
計
を
径
む
仰
僕
で
あ
っ
た
と
す
る
ハ
一
二

O
頁
〉
。
し
か
し
、
こ
の
明
史

の
話
は
、
主
家
の
た
め
に

E
蔦
の
富
を
築
き
な
が
ら
、
自
分
の
家
族
に
は
ボ
ロ

ポ
ロ
の
綿
入
れ
(
倣
組
)
し
か
残
さ
な
か
っ
た
「
僕
」
の
鑑
た
る
阿
寄
の
美
談

を
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
彼
を
わ
ざ
わ
ざ
「
佃
僕
」
だ
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
著
者
は
、
佃
僕
の
私
的
土
地
所
有
に
関
し
て
、
佃
僕
と
奴
僕
と
の
遠
い

を
述
べ
る
と
こ
ろ
で
は
、
「
彼
ら
(
佃
僕
)
は
、
一
般
的
に
簡
単
な
農
具
を
持

っ
て
い
て
、
個
別
的
に
は
、
そ
の
上
家
屋
や
土
地
も
持
っ
て
い
た
」
と
記
し

て
、
そ
れ
が
奴
僕
よ
り
は
恵
ま
れ
た
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

(
二
七
九
、
二
八

O
頁
)
に
も
拘
わ
ら
ず
、
他
の
個
所
(
二
四
七
、
二
四
九
、

三
二
三
頁
)
で
は
土
地
所
有
を
否
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
矛
盾
し

て
い
る
。
こ
の
矛
盾
は
、
著
者
が
、
佃
僕
と
奴
僕
と
の
聞
に
明
確
な
一
線
を
霊

そ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
他
、
著
者
は
、
質

地
調
査
に
基
づ
い
て
、
「
象
闘
荘
」
や
「
郎
戸
」
の
存
在
に
注
目
し
、
そ
の
調

査
報
告
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
地
主
の
家
兵
に
は
、

ほ
か
に
、
蒼
頭
・
家
人
・
家
丁
な
ど
の
名
稽
で
呼
ば
れ
る
奴
僕
が
お
り
、
質
際

の
生
活
の
中
で
、
雨
者
の
聞
で
ど
の
よ
う
な
役
割
分
携
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か

不
明
で
あ
る
し
、
徽
商
に
従
っ
て
各
地
で
商
業
に
従
事
す
る
奴
僕
の
中
に
も
佃

僕
が
い
た
と
い
う
見
方
に
し
て
も
、
調
み
書
き
ソ
ロ
パ
ン
を
能
く
し
、
主
人
の

片
腕
と
な
っ
て
商
取
り
引
き
に
東
奔
西
走
す
る
奴
僕
に
「
佃
」
の
字
を
冠
す
る

こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
か
疑
問
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
局

こ
れ
ら
の

こ
と
は
、
著
者
が
佃
僕
を
奴
僕
と
切
り
離
し
た
と
こ
ろ
で
敢
て
「
佃

僕
制
」
と
い
う
一
つ
の
ワ
ク
を
設
定
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

第
二
に
考
え
て
み
た
い
の
は
、
徽
州
一商
人
が
果
し
た
歴
史
的
役
割
に
つ
い
て

で
あ
る
。
著
者
は
「
ま
え
が
き
」
に
お
い
て
、
地
域
研
究
と
中
園
史
全
世
と
の

関
連
性
を
考
慮
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
述
べ
、
徽
一商
勃
興
の
時
期
は
、
明
代
後

期
、
破
監
・
税
使
横
行
の
時
に
あ
た
り
、
宣
官
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
勢
力
の
増
大
を
は
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
〈
一
二
二
頁
)
が
、
そ
の
前
段

階
と
し
て
、
一
傑
鞭
法
と
い
う
、
大
き
な
税
制
上
の
改
革
が
あ
り
、
銀
約
制
の

波
紋
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
民
衆
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
時
、
全
図
的

に
一商
業
闘
を
厳
げ
て
き
た
徽
一商
は
、
い
ち
早
く
そ
の
時
流
に
乗
る
こ
と
が
出
来

た
と
い
う
貼
も
見
落
と
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ま
た
、
著
者
は
、
徽
商
一
の
黄
金
時
代
は
、
明
中
葉
か
ら
清
中
葉
ま
で
の
約
一
一
一

O
O年
聞
で
あ
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
、
そ
の
歴
史
作
用
と
し
て
は
、一商一

工
業
や
都
市
の
設
達
に
寄
興
し
た
こ
と
と
共
に
、
佃
僕
及
び
多
く
の
働
く
人
々

の
首
に
カ
セ
を
は
め
、
お
く
れ
た
生
産
関
係
を
堅
持
す
る
役
割
を
も
果
し
た
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
(
一
五
四
頁
)
が
、
全
図
的
な
見
地
か
ら
み
る
時
、
徽
一
商

が
果
し
た
次
の
役
割
に
つ
い
て
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
即
ち
そ
れ

は
、
明
の
省
内
暦
年
聞
に
、
各
地
で
彰
涛
と
し
て
起
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
民
獲
の
中

で
、
徽
一商
一
が
果
し
た
役
割
で
あ
る
。
徽
一商
が
九
割
を
占
め
た
と
い
わ
れ
る
山

東
、
臨
情
で
起
っ
た
、
高
暦
二
十
七
年
(
一
五
九
九
〉
の
民
漢
は
、
宣
官
馬
堂

が
徽
商
ら
大
一
商
一
人
や
一
一
部
の
官
僚
と
結
託
し
て
、
土
地
の
中
小
或
い
は
ご
く
零

細
な
一商
工
業
者
を
盤
迫
し
た
た
め
に
起
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
民
獲
の
あ
と
、

各
地
の
商
品
流
通
は
大
き
く
破
壊
さ
れ
た
。
又
江
西
、
景
徳
銀
に
お
け
る
寓
暦

-134一
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二
十
九
年
三
六

O
一
〉
の
民
幾
は
、
宣
官
潜
相
が
景
徳
鎮
の
査
器
生
産
を
濁

占
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
土
地
の
住
民
が
そ
れ
に
反
劃
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
「
天
工
開
物
」
の
中
巻
に
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
陶
器
の

原
料
で
あ
る
白
土
は
、
徽
州
の
婆
源
・
郁
門
か
ら
産
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

本
書
(
一

O
六
頁
)
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
蛍
然
徽
商
の
支
配
下
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
徽
一
商
一
は
宣
官
と
結
び
つ
い
て
景
徳
鎮
の

窯
業
を
墜
迫
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
、
徽
州
一
高
一
人
の
歴
史
的
役
割
を

考
え
る
時
、
彼
ら
が
特
権
的
大
一
商
一
人
と
し
て
王
朝
権
力
と
結
託
し
、
中
圏
各
地

の
中
小
商
工
業
者
を
座
迫
し
て
、
そ
の
順
調
な
夜
達
を
阻
害
し
た
こ
と
、
ま
た

そ
れ
故
に
、
徽
一
商
は
、
明
中
期
か
ら
、
清
中
期
ま
で
ず
っ
と
繁
築
を
維
持
し
績

け
た
の
で
は
な
く
、
明
末
王
朝
と
命
運
を
共
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
も

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
黙
に
留
意
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る

H

地
主
・
一
商
一
人
・
官
僚
の
ご
一
位
一
鐙
読
H

は
よ

り
具
種
的
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
地
域
社
曾
と
園
家
の
あ
り
方
を
さ
ぐ
る

一
つ
の
手
掛
り
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
最
近
著
者
と
「
佃
僕
」
に
刑
判
す
る
考
え
方
を
異
に
す
る
章
有
義
氏
が

「
明
清
徽
州
土
地
関
係
研
究
」
を
上
梓
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
閣
に

お
け
る
徽
州
農
村
祉
舎
の
研
究
は
、
ま
さ
に
目
を
睦
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
我

々
は
今
後
も
繍
々
と
裂
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
こ
う
し
た
地
域
研
究
に
、
大
き

な
関
心
を
持
ち
繍
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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史
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重
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「
明
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史
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